







































































































































































て、奈良時代に宗教祭器 (奉献具 )であったのが、平安期に実用食器 (食膳具 )へと変容したこ
と。生産体制として、奈良時代の中央による独占状態から、平安期に地方への技術委譲し
た形になったこと、などの特質を抽出した。さらに鉛釉陶器の技術からみると、朝鮮半島
系の鉛釉の基層技術に中国系の三彩技術が重層し、さらに日本的な伝統とも融合しつつ生
産が展開していく点を明らかにした。それを他の時代の窯業技術導入とも比較すると、磁
器生産の開始と類似した導入状況や時代背景が存在することにも言及した。  
 付章は、日本古代の三彩・緑釉陶器を考えるうえでも不可欠な存在である唐三彩につい
ての基礎的考察である。とりわけ、日本で最も出土数の多い陶枕の諸問題や唐三彩の成立
に関して、新たな視点から検討を試みた。その結果、陶枕とされるものの実際の用途につ
いては、多くの見解が提出されているが、本来は頭枕であるとみなすのがふさわしい点を
示した。また陶枕などに用いられる象嵌手法を新たに意義付け、唐代の木製品にみえる木
画や象嵌に類する他の手法を、陶磁器の世界に持ち込んだものであることを指摘した。そ
して、初期唐三彩には、従来重視されていた金属器の模倣だけでなく、木製品や漆製品な
どの調度品も含めて、非窯業製品がモデルとして積極的に導入されている事実を解明した。 
 以上述べたように、本論文においては、日本古代の三彩・緑釉陶器を中心に、文献史料
や化学分析データなども含めて多面的な検証を加えることにより歴史像を構築した。  
